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太
陽
光
・
風
力

県
内
２
ダ
ム
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
運
開

（２０１５年度第３四半期）
太陽電池出荷統計発表

ダ
ム
堤
体
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

総出荷量は停滞するも
対米輸出量は急拡大

平荘ダム太陽光発電所

神谷ダム太陽光発電所

太
陽
光
発
電
協
会

（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ａ
）

兵
庫
県
企
業
庁

山
が
つ
く
り
出
す
自
然
美
と
恵
み

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㉙

や
ま
（
山
）
は
、
周
囲
よ

り
高
い
所
を
い
う
が
、
日
常

暮
ら
す
場
所
を
越
え
、
神
や

魂
が
住
む
聖
地
と
し
て
崇
め

ら
れ
、
山
岳
信
仰
と
な
っ
て

も
い
る
。
日
本
で
は
、
私
の

郷
里
の
山
形
県
の
出
羽
三
山

（
月
山
・
羽
黒
山
、
湯
殿

山
）
は
代
表
で
あ
る
。
ま

た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
背
景

と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
や
ア
ン
デ

ス
山
脈
を
い
た
だ
く
ペ
ル
ー

な
ど
、
世
界
の
各
地
に
お
い

て
も
自
然
崇
拝
の
対
象
で
あ

る
。
深
山
幽
谷
、
未
踏
の
地

が
、
そ
の
対
象
と
さ
れ
、
畏

敬
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
同
時
に
そ
の
景
観
が
つ

く
る
自
然
美
も
尊
厳
の
対
象

で
あ
る
。

日
本
の
国
土
面
積
の
66
％

は
森
林
面
積
で
あ
り
、
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
と
し
て
の
高
い

潜
在
性
を
教
え
て
く
れ
る
。

森
林
は
光
合
成
に
よ
り
、
地

球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
て

い
る
。
二
酸
化
炭
素
の
地
球

に
お
け
る
濃
度
は
、
産
業
革

命
を
契
機
と
し
て
年
々
上
昇

し
て
い
る
。
そ
の
右
上
が
り

の
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
示
す

カ
ー
ブ
に
は
、
図
の
よ
う
に

一
年
毎
に
増
減
す
る
ギ
ザ
ギ

ザ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
夏
と

冬
に
、
樹
木
の
葉
が
行
う
光

合
成
に
関
係
し
て
い
る
と
い

う
。
夏
は
葉
が
茂
り
、
冬
は

葉
が
落
ち
る
た
め
で
あ
る
。

北
半
球
と
南
半
球
で
は
夏
冬

が
反
対
で
あ
る
が
、
陸
地
面

積
は
圧
倒
的
に
北
半
球
が
広

い
の
で
、
図
の
よ
う
な
結
果

に
な
る
。
地
球
が
呼
吸
し
て

い
る
と
い
う
表
現
が
あ
る

が
、
人
間
と
は
異
な
り
、
地

球
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
っ
て

い
る
。

今
年
の
１
月
末
、
北
山
杉

の
里
、
京
都
市
北
区
中
川
を

訪
ね
た
。
そ
の
地
は
、
川
端

康
成
の
小
説
『
古
都
』
に
綴

ら
れ
て
い
る
山
里
で
あ
る
。

山
陰
本
線
花
園
駅
で
迎
え
て

頂
い
た
の
は
、
北
山
杉
の
老

舗
の
中
田
林
業
の
社
長
、
中

田
明
氏
で
あ
る
。
本
誌
の
第

15
号
（
２
０
１
４
年
12
月
15

日
）
で
解
説
し
た
「
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
風
車
」
を
北
山
杉
で
造

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
打
ち
合

わ
せ
に
伺
っ
た
。

当
日
、
中
田
氏
が
ま
ず
案

内
し
て
下
さ
っ
た
の
は
、
宗

蓮
寺
の
近
く
に
あ
る
樹
齢
５

０
０
年
と
い
わ
れ
る
「
北
山

杉
の
台
杉
」
で
あ
っ
た
。
一

本
の
杉
の
株
か
ら
10
本
ほ
ど

の
細
い
北
山
杉
の
立
ち
木
が

伸
び
て
い
る
も
の
で
、
年
月

と
人
手
が
作
り
上
げ
た
自
然

美
を
つ
く
り
出
し
て
い
た
。

北
山
杉
は
、
和
室
の
床
柱

な
ど
に
使
わ
れ
る
銘
木
と
し

て
有
名
で
あ
る
。
北
山
杉
は

磨
丸
太
と
、
絞
り
丸
太
が
あ

る
。
前
者
は
つ
る
つ
る
に
磨

か
れ
た
丸
太
を
指
す
。
後
者

は
成
長
時
に
ワ
イ
ヤ
で
丸
太

の
外
表
面
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き

に
拘
束
し
て
育
て
、
丸
太
の

皮
を
剥
ぐ
と
表
面
に
独
特
の

皺
（
し
わ
）
が
で
き
た
丸
太

を
い
う
。
そ
の
皺
状
の
テ
ク

ス
チ
ャ
ー
が
ワ
イ
ヤ
な
ど
を

巻
く
こ
と
な
し
天
然
に
で
き

た
突
然
変
異
の
北
山
杉
を
中

田
氏
の
祖
父
が
発
見
し
、
こ

れ
を
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
天
然

出
絞
」（
て
ん
ね
ん
で
し
ぼ

り
）
と
呼
び
、
代
々
継
承
し

て
い
る
。

北
山
杉
の
丸
太
磨
き
作
業

は
、『
古
都
』
に
描
か
れ
た

時
代
は
砂
を
用
い
て
手
作
業

で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う

が
、
い
ま
は
水
圧
ジ
ェ
ッ
ト

で
行
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
手
作
業
を
要
す
る
も
の

で
、
丸
太
の
持
つ
テ
ク
ス
チ

ャ
ー
や
色
や
輝
き
が
、
銘
木

と
し
て
の
価
値
を
生
む
。
高

価
な
銘
木
を
用
い
た
自
宅
座

敷
に
、
客
人
を
迎
え
入
れ
る

こ
と
が
至
高
の
接
待
と
さ
れ

た
時
代
か
ら
、
最
近
は
ホ
テ

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
接
待

が
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
北
山
杉
の
利
用
も
減

り
、
北
山
杉
の
山
林
も
手
が

加
え
ら
れ
な
い
も
の
も
出
て

き
て
い
る
。
北
山
杉
以
外
の

山
林
で
は
放
置
さ
れ
て
い
る

夏冬で変化する地球の二酸化炭素（CO2）の上昇推移
http://ds.data.jma.go.jp/ghg/kanshi/ghgp/co2_trend.html

Column

た
、
用
材
と
し
て
活
用
さ
れ

る
局
面
も
出
て
き
た
。
こ
れ

は
、
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃

料
と
し
て
、
間
伐
材
や
破
材

が
有
効
に
利
活
用
さ
れ
る
体

系
が
、
山
主
・
林
業
家
と
発

電
事
業
者
で
構
築
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
た
い
。

筆
者
は
、
25
年
前
に
房
総

の
海
辺
近
く
に
ロ
グ
ハ
ウ
ス

を
購
入
し
、
木
質
住
宅
の
良

さ
を
享
受
し
て
き
た
。
残
念

な
が
ら
北
山
杉
は
用
い
て
い

な
い
が
、
木
の
香
り
や
柔
ら

か
さ
は
体
験
済
み
で
あ
る
。

京
都
の
北
山
杉
の
山
林
は
、

人
工
林
で
あ
る
が
、
自
然
美

と
し
て
も
至
高
の
も
の
で
あ

る
。
自
然
の
中
で
暮
ら
し
、

生
き
る
こ
と
が
一
番
の
贅
沢
、

と
の
想
い
を
文
化
に
し
た
い
。

山
林
や
森
林
の
美
し
さ
を
保

つ
こ
と
は
、
地
球
環
境
に
貢

献
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

「
北
山
杉
で
つ
く
る
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
風
車
」
が
、
こ
こ
で
述

べ
た
北
山
杉
や
風
車
な
ど
の

社
会
受
容
性
を
高
め
る
こ
と

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

も

の

が

多

く
、
林
業
の

危
機
が
叫
ば

れ
て
久
し
い
。

最
近
、
バ

イ
オ
マ
ス
発

電
の
事
業
化

が
進
み
、
山

林
に
も
手
が

入
れ
ら
れ
て

き

た
。

ま

兵
庫
県
企
業
庁
は
こ
の
ほ

ど
、
県
内
２
カ
所
の
ダ
ム
で

太
陽
光
発
電
施
設
が
発
電
を

開
始
し
た
こ
と
を
発
表
し

た
。
２
月
15
日
に
「
神
谷
ダ

ム
太
陽
光
発
電
所
」
（
姫
路

市
）
が
運
開
、
同
29
日
に

「
平
荘
ダ
ム
太
陽
光
発
電

所
」
（
加
古
川
市
）
が
運
開

と
な
っ
た
。
２
施
設
と
も
同

企
業
庁
が
管
理
す
る
ダ
ム
の

水
を
堰
き
止
め
る
堤
体
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
だ
。

神
谷
ダ
ム
太
陽
光
発
電
所

は
、
神
谷
ダ
ム
と
そ
の
下
の

平
地
を
合
わ
せ
た
３
・
２
㌶

の
ス
ペ
ー
ス
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
１
万
９
５
８
０
枚
を
設
置

し
た
。
発
電
出
力
は
４
９
９

０
㌗
。
年
間
予

想
発
電
電
力
量

は
一
般
家
庭
約

１
５
０
０
世
帯

分
の
年
間
使
用

量
に
相
当
す
る

５
５
０
万
㌗
時
。

平
荘
ダ
ム
太

陽
光
発
電
所

は
、
１
・
６
㌶

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
６
３
１
４

枚
を
設
置
し
た
。
発
電
出
力

は
１
６
１
０
㌗
。
年
間
予
想

発
電
力
量
は
一
般
家
庭
約
４

９
０
世
帯
分
の
年
間
使
用
量

に
相
当
す
る
１
８
０
万
㌗
時
。

同
企
業
庁
に
よ
る
ダ
ム
の

堤
体
を
有
効
活
用
し
た
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
事
業
は
２
０
１
４

年
に
稼
働
し
た
出
力
約
１
・

76
㍋
㍗
の
「
権
現
ダ
ム
太
陽

光
発
電
所
」（
同
加
古
川

市
）
が
最
初
で
、
ダ
ム
の
堤

体
を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電

と
し
て
は
国
内
で
は
初
の
ケ

ー
ス
だ
っ
た
。
以
来
、
企
業

庁
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
開
発

か
ら
資
金
調
達
、
発
注
、
運

営
ま
で
を
担
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
て
き
た
。

企
業
庁
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

た
の
は
、
県
が
２
０
１
３

年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
施
設
を
２
０
２
０
年
に

合
計
出
力
１
０
０
万
㌗
に
引

き
上
げ
る
と
す
る
「
ひ
ょ
う

ご
１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
創

出
プ
ラ
ン
」
を
打
ち
出
し
た

の
が
き
っ
か
け
だ
。
兵
庫
県

は
関
西
で
最
も
面
積
が
広

く
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
設
置

で
き
る
場
所
は
多
く
残
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
企
業
庁
が
率

先
し
て
、
水
道
用
水
供
給
事

業
や
工
業
用
水
道
事
業
が
保

有
す
る
資
産
（
ダ
ム
、
土

地
）
、
地
域
整
備
事
業
が
保

有
す
る
当
面
分
譲
が
見
込
め

な
い
用
地
の
暫
定
的
利
用
と

し
て
太
陽
光
発
電
施
設
を
整

備
し
、
直
営
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

太
陽
光
発
電
協
会
は
２
月

23
日
、
日
本
に
お
け
る
２
０

１
５
年
度
第
３
四
半
期
の
太

陽
電
池
出
荷
量
に
つ
い
て
調

査
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
日
本
に
お
け
る

当
期
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
総
出
荷

量
は
２
０
７
６
㍋
㍗
で
、
前

年
同
期
比
84
％
と
減
少
し

た
。
セ
ル
の
総
出
荷
量
は
７

３
３
㍋
㍗
で
、
前
年
同
期
比

80
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

一
方
で
、
セ
ル
・
モ
ジ
ュ

ー
ル
と
も
に
海
外
出
荷
量
の

増
加
が
顕
著
と
な
っ
た
。
２

０
１
４
年
度
は
４
％
～
９
％

で
推
移
し
て
い
た
海
外
出
荷

比
率
は
、
第
１
四
半
期
７

％
、
第
２
四
半
期
10
％
、
第

３
四
半
期
15
％
と
徐
々
に
増

加
し
て
き
て
い
る
。
特
に
目

立
つ
の
は
対
米
輸
出
量
の
増

加
だ
。
当
期
の
セ
ル
の
北
米

へ
の
輸
出
量
は
、
８
万
４
３

２
３
㌗
で
前
年
同
期
比
５
６

９
７
５
％
に
達
し
た
。
モ
ジ

ュ
ー
ル
の
北
米
輸
出
量
も
６

万
８
６
２
１
㌗
で
、
前
年
同

期
比
１
６
０
０
％
伸
び
を
示

し
て
い
る
。

な
お
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
総

出
荷
量
に
お
け
る
日
本
企
業

／
外
国
企
業
の
比
率
は
、
66

／
34
。
国
内
生
産
／
海
外
生

産
の
比
率
は
、
40
／
60
だ
っ

た
。
第
２
四
半
期
と
比
べ

て
、
国
内
生
産
比
率
が
６

％
、
日
本
企
業
の
占
め
る
比

率
が
６
％
上
昇
し
た
。

ー
を
拡
大
し
て
き
た
。
県
は

売
電
収
益
に
よ
り
各
事
業
の

経
営
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

今
回
稼
働
し
た
２
施
設
を

含
む
12
カ
所
で
合
計
29
・
６

㍋
㍗
の
太
陽
光
発
電
所
が
完

成
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
１
０

０
万
㌗
の
う
ち
約
３%

を
満

た
す
こ
と
に
な
る
。
同
企
業

局
は
「
12
カ
所
の
太
陽
光
発

電
所
が
す
べ
て
稼
働
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
定
的
な
電
力

供
給
の
一
端
を
担
う
と
と
も

に
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
が
少
な

い
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る
」
と
し
て
い
る
。


